新見地域在宅医療支援システム研究会規約

　
（名称）

第１条　本会は、新見地域在宅医療支援システム研究会（以下「研究会」という。）と称する。

　（目的）

第２条　研究会は、地域医療体制の充実と医療と介護の連携システムを研究協議し、その推進を図ることを目的とする。

　（協議事項）

第３条　研究会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事項について研究協議するものとする。

　（１）　在宅医療における医療と介護の連携の推進について

　（２）　ＩＴ等のツールによる在宅医療支援の推進について

　（３）　その他この会の目的達成に必要な事項

　（組織）

第４条　研究会は、別記の委員をもって組織する。

２　研究会は、委員の代理出席を認める。

　（任期）

第５条　委員の任期は、３年とする。

２　補欠又は増員により選任された委員の任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。

３　職にあることにより委嘱された委員は、その職を退いた場合には委員の職を失うものとする。その残任期間については後任の者が選任されたものとする。
　（会長）

第６条　研究会に会長及び副会長を置き、委員の互選により選出する。

２　会長は、会を代表し、会務を総括する。

３　副会長は、会長を補佐し、会長が事故ある時は、その職を代理する。

　（会議）

第７条　研究会の会議は会長が招集し、会議の議長となる。

　（意見聴取）

第８条　研究会は、必要があると認めるときは、委員でない者を会議に出席させ、その説明又は意見を求めることができる。

　（庶務）

第９条　研究会の庶務は、新見市高尾２３０６番５一般社団法人新見医師会において処理する。

　（その他）

第１０条　この規約に定めるもののほか、必要な事項は、研究会に諮り定める。

　　　附　則

　この規約は、平成２０年１１月１１日から施行する。
この規約は、平成２４年４月２４日から改正施行する。
